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昭和
33～35年

改訂

教育課程の基準としての性格の明確化

（道徳の時間の新設、基礎学力の充実、科学技術教育の向上等）（系統的な学習を重
視）

昭和
43～45年

改訂

教育内容の一層の向上（「教育内容の現代化」）
（時代の進展に対応した教育内容の導入）（算数における集合の導入等）

昭和
52～53年

改訂

ゆとりある充実した学校生活の実現＝学習負担の適正化
（各教科等の目標・内容を中核的事項に絞る）

平成
元年
改訂

社会の変化に自ら対応できる心豊かな人間の育成

（生活科の新設、道徳教育の充実）

平成
10～11年(1998）

改訂

基礎・基本を確実に身に付けさせ、自ら学び自ら考える力などの［生きる力］の育成

（教育内容の厳選、「総合的な学習の時間」の創設）

平成
20～21年
（2008）
改訂

「生きる力」の育成、基礎的・基本的な知識・技能の習得、思考力・判断力・表現力等の育成のバランス
（授業時数の増、指導内容の充実、小学校外国語活動の導入）

学習指導要領のねらいの一層の実現（例：学習指導要領に示していない内容を指導できることを明確化、
個に応じた指導の例示に小学校の習熟度別指導や小・中学校の補充・発展学習を追加）

平成２７年
一部改正

道徳の「特別の教科」化
「答えが一つではない課題に子供たちが道徳的に向き合い、考え、議論する」道徳教育への転換

平成29年（2017）
改訂

「社会に開かれた教育課程」「育成を目指す資質・能力」

平成１５年（2003）
一部改正

学習指導要領の変遷
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総合的な学習（探究）の時間の経緯

＊昭和５１年以来の研究開発学校等において実践研究

○平成10年（1998）：学習指導要領の改訂
総合的な学習の時間の創設

・各学校が創意工夫を生かした特色ある教育活動

・教科等を超えた横断的・総合的な学習

〇平成15年（2003）：学習指導要領の一部改正
総合的な学習の時間の一層の充実

・各教科等の知識や技能等の相互関連

・各学校における目標・内容の設定と全体計画の作成

・教師による適切な指導や教育資源の活用

○平成20年（2008）：学習指導要領の改訂
総合的な学習の時間の必要性と重要性の再確認

・時間数を縮減

・各学校で設定する位置付けの明確化

・横断的・総合的な学習や探究的な学習の推進

〇平成29年（2017）：学習指導要領の改訂
総合的な学習（探究）の時間を中核とした教育課程編成

・総則に教育課程上の役割を明記

・目標、内容の改善

・教科横断的なカリキュラムマネジメントの中核

小3・4 小5・6

105 110

70 70

70 70

中1 中2 中3

70
～
100

70
～
105

70
～
130

50 70 70

50 70 70

高等学校

105～210
時間

3～6単位

3～6単位

■「学習指導要領の未来」（令和3年9月30日、学事出版）から引用 3



総合的な学習（探究）の時間の経緯

＊昭和５１年以来の研究開発学校等において実践研究

○平成10年（1998）：学習指導要領の改訂
総合的な学習の時間の創設

・各学校が創意工夫を生かした特色ある教育活動

・教科等を超えた横断的・総合的な学習

○平成15年（2003）：学習指導要領の一部改正
総合的な学習の時間の一層の充実

・各教科等の知識や技能等の相互関連

・各学校における目標・内容の設定と全体計画の作成

・教師による適切な指導や教育資源の活用

○平成20年（2008）：学習指導要領の改訂
総合的な学習の時間の必要性と重要性の再確認

・時間数を縮減

・各学校で設定する位置付けの明確化

・横断的・総合的な学習や探究的な学習の推進

〇平成29年（2017）：学習指導要領の改訂
総合的な学習（探究）の時間を中核とした教育課程編成

・総則に教育課程上の役割を明記

・目標、内容の改善

・教科横断的なカリキュラムマネジメントの中核

■「学習指導要領の未来」（令和3年9月30日、学事出版）から引用 4



①「２１世紀を展望した我が国の教育の在り方について（第一次答申）」 中央教育審議会（平成8年7月）
 平成８年の中央教育審議会の「21世紀を展望した我が国の教育の在り方について」の第一次答申は、21世紀を展望し、
我が国の教育について、[ゆとり]の中で[生きる力］をはぐくむことを重視することを提言した。この［生きる力］を児童には

ぐくんでいくためには、［生きる力］が全人的な力であるということを踏まえ、横断的・総合的な指導を一層推進することが
有効であるとされた。また、いずれの教科等にも関わる内容をもった現代社会の課題などを扱うことが求められているこ
とから、一定のまとまった時間を設けて横断的・総合的な指導を行うことが提言された。

②「幼稚園、小学校、中学校、高等学校、盲学校、聾学校及び養護学校の教育課程の基準の改善について（答申）」教
育課程審議会（平成10年7月）
①の答申を受けた教育課程審議会では、平成10年７月に答申をまとめた。答申においては、四つの柱を基本に据えた。

その上で、各学校が特色ある教育活動を展開する時間が必要であること、社会の変化に主体的に対応できる資質や能
力を育成するための時間を確保することなどとして、『総合的な学習の時間』の創設が提言された。さらには、ねらいや学
習活動、教育課程上の位置付け、授業時数、評価などが示された。

③学習指導要領の改訂・告示（平成10年12月：小中学校、平成11年3月：高等学校）

各学校が、地域や学校、児童の実態等に応じて、横断的・総合的な学習や児童の興味・関心等に基づく学習など創意
工夫を生かした教育活動を行う時間として、第３学年以上の各学年に『総合的な学習の時間』を創設した。学習指導要領
では、第1章総則の第3総合的な学習の時間の取扱いにおいて、趣旨、ねらい、学習活動、配慮事項などが示された。そ
の時数は、小学校3・4年生が105単位時間、5・6年生が110単位時間とした。ちなみに、中学校1年生が70～100単位時間、
2年生が70～105単位時間、3年生が70～130単位時間、高等学校が105～210単位時間として設定された。

■日本生活科・総合的学習教育学会学会誌掲載論文「総合的な学習の時間の誕生と理念の形成」（平成26年）から引用 5



総合は、地域のことを学ぶこと。
自分で考えて、自分で決めて、

自分で行動する時間。

小学校 総合的な学習の時間

総合は、考える時間。教科
は、答えを出す時間。総合
だと、意見を出し合うので互
いにわかり合えて、みんな

の良さに気付く。
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総合は答えのない問題につい
て考える時間。だから面白い。

中学校 総合的な学習の時間

教科は教えてもらう学習。総合は、それを生
かして、自分で取り組む学習。みんなで話し

合ったり、調べたりする学習は楽しい。
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総合的な学習（探究）の時間の経緯

＊昭和５１年以来の研究開発学校等において実践研究

○平成10年（1998）：学習指導要領の改訂
総合的な学習の時間の創設

・各学校が創意工夫を生かした特色ある教育活動

・教科等を超えた横断的・総合的な学習

○平成15年（2003）：学習指導要領の一部改正
総合的な学習の時間の一層の充実

・各教科等の知識や技能等の相互関連

・各学校における目標・内容の設定と全体計画の作成

・教師による適切な指導や教育資源の活用

○平成20年（2008）：学習指導要領の改訂
総合的な学習の時間の必要性と重要性の再確認

・時間数を縮減

・各学校で設定する位置付けの明確化

・横断的・総合的な学習や探究的な学習の推進

〇平成29年（2017）：学習指導要領の改訂
総合的な学習（探究）の時間を中核とした教育課程編成

・総則に教育課程上の役割を明記

・目標、内容の改善

・教科横断的なカリキュラムマネジメントの中核

■「学習指導要領の未来」（令和3年9月30日、学事出版）から引用 8



①「初等中等教育における当面の教育課程及び指導の充実・改善方策について(答申)」中央教育審議会（平成15年10
月）

『総合的な学習の時間』については、その趣旨に即した創意工夫あふれる取組が増加する一方で、「目標」や「内容」が
明確でなく検証・評価が不十分な実態が明らかになってきた。また、教員が必要かつ適切な指導を行えず、教育的な効
果が十分上がっていない取組も見られる実態が、中央教育審議会の答申において示された。

『総合的な学習の時間』は、横断的・総合的な学習や児童の興味・関心等に基づく学習など創意工夫を生かした教育活
動を行うことにより、学び方やものの考え方の習得、主体的な問題解決等への態度の育成、生き方についての自覚の深
化等を目指すことにより［生きる力］をはぐくむことをその趣旨及びねらいとしている。このことから、学習指導要領の記述
を見直し、その趣旨を一層明確化すべきこと、各教科等の学習内容との相互の関連や計画的な指導、学年間・学校間・
学校段階間の連携等を明示すべきこと、などの提言が行われた。

②学習指導要領の一部改正（平成15年12月：小中高等学校）
①に示した答申を受け、平成15年12月の学習指導要領の一部が改正された。そこでは、学習指導要領の基準性を踏

まえた指導の一層の充実、個に応じた指導の一層の充実などと並んで、総合的な学習の時間の一層の充実が示された。

『総合的な学習の時間』については、ねらいを追記したこと、目標及び内容の記述や全体計画の作成を明確に規定した
こと、適切な指導の必要性を明らかにしたことなどが挙げられる。

■日本生活科・総合的学習教育学会学会誌掲載論文「総合的な学習の時間の誕生と理念の形成」（平成26年）から引用 9



総合的な学習（探究）の時間の経緯

＊昭和５１年以来の研究開発学校等において実践研究

○平成10年（1998）：学習指導要領の改訂
総合的な学習の時間の創設

・各学校が創意工夫を生かした特色ある教育活動

・教科等を超えた横断的・総合的な学習

○平成15年（2003）：学習指導要領の一部改正
総合的な学習の時間の一層の充実

・各教科等の知識や技能等の相互関連

・各学校における目標・内容の設定と全体計画の作成

・教師による適切な指導や教育資源の活用

○平成20年（2008）：学習指導要領の改訂
総合的な学習の時間の必要性と重要性の再確認

・時間数を縮減

・各学校で設定する位置付けの明確化

・横断的・総合的な学習や探究的な学習の推進

〇平成29年（2017）：学習指導要領の改訂
総合的な学習（探究）の時間を中核とした教育課程編成

・総則に教育課程上の役割を明記

・目標、内容の改善

・教科横断的なカリキュラムマネジメントの中核

■「学習指導要領の未来」（令和3年9月30日、学事出版）から引用 10



①「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について（答申）」中央きょいく審
議会（平成20年1月）

一部改訂の時と同様、学校間格差が課題として示され、「子どもたちに育てたい力（身に付けさせたい力）や学習活動
の示し方について検討する必要がある」と汎用的能力の育成及び横断的な課題を扱うことについて、その学習指導要領
上の表記について言及している。答申では、『総合的な学習の時間』の改善の基本方針について、これからの「知識基盤
社会」においては『総合的な学習の時間』はますます重要な役割を果たすものであるとした上で、『総合的な学習の時間』
については、体験的な学習に配慮しつつ、教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習や探究的な学習となるよう充実を
図ることが示された。そのためにも、学習指導要領総則に示していた『総合的な学習の時間』を新たな章として取り出し、
その位置付けを明確にすることとした。また、『総合的な学習の時間』と他教科等との役割を明確にするためにも、『総合
的な学習の時間』のねらいや育てようとする資質や能力及び態度を明らかにすることなども示された。

②学習指導要領の改訂・告示（平成20年：小中学校、平成21年：高等学校）

汎用的能力を育成し、横断的･総合的課題を扱うとする総合的な学習の時間の特徴を示す最も象徴的な言葉が「探究
的な学習」という言葉であり、このキーワードが『総合的な学習の時間』の目標に加えられた。また、育成すべき汎用的能
力として「学習方法に関すること、自分自身に関すること、他者や社会とのかかわりに関すること」を例示した。そして、
『総合的な学習の時間』では問題の解決や探究活動を行うこととし、具体的には「①課題の設定→②情報の収集→③整
理･分析→④まとめ･表現」とする探究の過程も示された。汎用的能力の育成に向けて、『総合的な学習の時間』を探究的

に行うことを明示したと言える。他方、横断的･総合的な課題の扱いについては、学習指導要領解説において、内容とし
て各学校が学習課題を定めることを明示した。加えて、小学校、中学校などの学校種毎に行う学習活動の事例を踏まえ
て、具体的な学習課題を指導資料で例示するなどした。このように『総合的な学習の時間』は、探究的な学習によって汎
用的能力を育成する中核の時間であること、そのためにも現代社会の課題などの横断的･総合的な課題を取り上げるこ
と、そして、各学校においてそうした学習活動が展開されるようカリキュラムを自立的に編成することが鮮明になった。
ことができる。

■日本生活科・総合的学習教育学会学会誌掲載論文「総合的な学習の時間の誕生と理念の形成」（平成26年）から引用 11



「学習指導要領解説  総合的な学習の時間編」から

■ 探究の過程を経由する。
  ①  課題の設定
  ②  情報の収集
  ③  整理・分析
  ④  まとめ・表現

■ 自らの考えや課題
が新たに更新され，
探究の過程が繰り
返される

探究的な学習における児童・生徒の学習の姿(探究のプロセス）

■ 日常生活や社会
に目を向け，児
童・生徒が自ら課
題を設定する。
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総合的な学習の時間における
探究のプロセス

①課題の設定：体験的な活動等
を通じて課題意識をもつ

②情報の収集：必要な情報を取り
出したり、収集したりする

③整理・分析：収集し、取り出した
情報を整理、分析する

④まとめ・表現：気付きや発見、
自分の考えなどをまとめ、判断
し、表現する

読解のプロセス
（ＰＩＳＡ型読解力）

探究のプロセス
（総合的な学習の時間）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・

→情報へのアクセス･取り出し
し：・・・

→統合・解釈
釈・・・・・・・・・・・・・・・・

→熟考・評価
価・・・・･・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・
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①課題の設定
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②情報の収集
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③整理･分析
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④まとめ･表現
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総合的な学習の時間に対する保護者の意識

■「学校教育に対する保護者の意識調査」
            （朝日新聞・ベネッセ教育研究開発センター､平成25年（2013）.3．28）
Ｑ「総合的な学習の時間の削減」（平成２０年調査→平成２４年調査）

・「賛成」「どちらかといえば賛成」：48.0％→23.8％
・「反対」「どちらかといえば反対」：36.8％→51.8％

Ｑ「どのような学力を期待するか」

・課題を発見する力：86.2％
・論理的に考える力：84.1％
・物事を多面的に考える力：87.9％
・主体的に行動する力：88.8％
・受験に役立つ学力：67.4％

総合的な学習の時間に
期待する保護者が増加

総合的な学習の時間を通じて
育成される学力に期待
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Ｈ２６（2014） 学力・学習状況調査

児童（生徒）質問紙（４０）：「総合的な学習の時間」では，自分で課題を立てて情報を
集め整理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」

総合的な学習の時間
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2017/8/11
読売新聞
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総合的な学習（探究）の時間の経緯

＊昭和５１年以来の研究開発学校等において実践研究

○平成10年（1998）：学習指導要領の改訂
総合的な学習の時間の創設

・各学校が創意工夫を生かした特色ある教育活動

・教科等を超えた横断的・総合的な学習

○平成15年（2003）：学習指導要領の一部改正
総合的な学習の時間の一層の充実

・各教科等の知識や技能等の相互関連

・各学校における目標・内容の設定と全体計画の作成

・教師による適切な指導や教育資源の活用

○平成20年（2008）：学習指導要領の改訂
総合的な学習の時間の必要性と重要性の再確認

・時間数を縮減

・各学校で設定する位置付けの明確化

・横断的・総合的な学習や探究的な学習の推進

〇平成29年（2017）：学習指導要領の改訂
総合的な学習（探究）の時間を中核とした教育課程編成

・総則に教育課程上の役割を明記

・目標、内容の改善

・教科横断的なカリキュラムマネジメントの中核

■「学習指導要領の未来」（令和3年9月30日、学事出版）から引用 21



①「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」
中央教育審議会（平成28年12月）
総合的な学習の時間については、以下のような課題がある。 一つ目は、総合的な学習の時間を通してどのような資質・能

力を育成するのかということや、総合的な学習の時間と各教科等との関連を明らかにするということについては学校により
差がある。これまで以上に総合的な学習の時間と各教科等の相互の関わりを意識しながら、学校全体で育てたい資質・能
力に対応したカリキュラム・マネジメントが行われるようにすることが求められている。 二つ目は、探究のプロセスの中でも

「整理・分析」「まとめ・表現」に対する取組が十分ではないという課題がある。探究のプロセスを通じた一人一人の資質・能
力の向上をより一層意識することが求められる。 三つ目は、高等学校については、地域の活性化につながるような事例が

生まれていている一方で、本来の趣旨を実現できていない学校もあり、小・中学校の取組の成果の上に高等学校にふさわ
しい実践が十分展開されているとは言えない状況にある。 

②学習指導要領の改訂・告示（平成29年：小中学校、平成30年：高等学校）

総則において、教育目標との関連を図ることが明示され、高等学校においては、「総合的な探究の時間」と名称が変更し
た。総合的な学習の時間で育成を目指す資質・能力を明確にするとともに、各教科等の相互の関わりを意識しながら，学校
全体で育成を目指す資質・能力に対応したカリキュラム・マネジメントが行われるようにすることが求められた。また、探究
のプロセスの中でも「整理・分析」，「まとめ・表現」に対する取組が十分ではないことから、探究のプロセスを通じた資質・能
力の育成をより一層意識することが求めらた。具体的には、総合的な学習の時間で育成を目指す資質・能力を明示し、各
学校において目標や内容を明確に定めることとした。探究的な学習の中で，各教科等で育成する資質・能力を相互に関連
付け，実社会・実生活の中で総合的に活用できるものとなるよう工夫することとした。教科等を超えた全ての学習の基盤と
なる資質・能力を育成するため，課題を探究する中で，協働して課題を解決しようとする学習活動や，言語により分析し，ま
とめたり表現したりする学習活動（比較する，分類する，関連付けるなどの，「考えるための技法」を活用する），コンピュータ
等を活用して，情報を収集・整理・発信する学習活動（情報手段の基本的な操作を習得し，情報や情報手段を主体的に選
択，活用できるようにすることを含む）が行われるように示した。

■「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」中央教育審議会（平成28年12月）、などから引用 22



1 各学校の教育目標と教育課程の編成

１ 各学校の教育目標と教育課程の編成

教育課程の編成に当たっては，学校教育全体や各教科・科目等における指導を通 し
て育成を目指す資質・能力を踏まえつつ，各学校の教育目標を明確にする とともに，教

育課程の編成についての基本的な方針が家庭や地域とも共有されるよう努めるものとす
る。その際，第４章（総合的な探究の時間）の第２の１ に基づき定められる目標との関連
を図るものとする。

2 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

２ 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

⑴ 各学校においては，生徒の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情報モ
ラルを含む。），問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくこと
ができるよう，各教科・科目等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編
成を図るものとする。

⑵ 各学校においては，生徒や学校，地域の実態及び生徒の発達の段階を考慮し，豊か
な人生の実現や災害等を乗り越えて次代の社会を形成することに向けた現代的な諸課
題に対応して求められる資質・能力を，教科等横断的な視点で育成していくことができる
よう，各学校の特色を生かした教育課程の編成を図るものとする。

高等学校学習指導要領 総則 第2款 教育課程の編成
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課題解決型探究学習「○○學」(総合的な探究の時間)

1年生（1単位）
探究基礎トレーニング

○学校や地域と自分のつながりを感じる
探究学習に必要な技法を学ぶ → 和気高、和気町
をテーマに学習 → フィールドワーク → 発表会

2年生（2単位）
テーマ別探究活動

○世界と自分のつながりを感じる
SDGsの視点から和気町の課題解決を提案 →
提案を実践してみることでPDCAを確立 → 発表会

3年生（1単位）
卒業探究（個人）

○進路分野の理想と現状を埋める
分野別探究 → 卒業論文完成 → 発表会

各教科・科目

小中高接続部会
・小中高生の協同実践のカリキュラム開発
・「教育のまち“○○“」構想との連携

産学官連携部会
・地域振興の担い手育成に向けた実践
・デュアルシステムカリキュラム開発

課外活動

魅力化推進協議会（コンソーシアム）

高大接続部会
・本校教育の質の向上への提言
・発展的な探究学習のカリキュラム開発

タブレット一人１台（Society5.0に対応できるICTスキル）、多様な評価方法（ルーブリック、ポートフォリオ、ＭＳＣ）

和気商工会

県内大学

旧閑谷学校

NPO和気元気プロジェクト 公民館

赤磐商工会

備前商工会議所

赤磐市・教委

備前市・教委

和気金融協議会

岡山県教委

A高校

B高校
C高校

D高校
E高校

○○高校
県外の大学・商工会議所・商工会

駅前商店会
 ESD推進協議会

ASPnet（海外の姉妹校を含む）
ASPUnivNet

 地域・教育魅力化プラットフォーム
 地域みらい留学推進協議会

連携

同窓会

ＰＴＡ

和気町・教委

地域協働プロジェクト推進委員会を校務分掌化校内体制

育む7つの力
自分を理解する力 職業とつなぐ力 考える力 行動する力 コミュニケーション力 チームワーク力 自立する力

○○県立○○高等学校
研究開発構想名：「恕」の精神を持って地域と協働する探究人の包括的育成

今できていること これからチャレンジしたいこと
・探究学習「閑谷學」の枠組
・主体的な学びの実現に向けたパフォー
マンス課題とルーブリック評価に着手
・地域と協働する基礎的システムの構築
・地元自治体による地域連携コーディ
ネーターの配置

2019
各教科等の長期ルーブリック
策定とカリキュラム開発

2020
デュアルシステムカリキュラム
の実践と検証

2021
各教科等の探究型カリキュラム
の成果普及

・長期ルーブリックに基づく習得状況
・各教科等の探究的な単元のHP掲載本数
・就業体験実習の受入を希望する地域の事業所数 等

大学教員など
から指導を受けら
れる体制を構築

・探究学習の専門性・新規性のレベルアップ
・長期ルーブリックの策定と教科横断的な学びの実現
・地元企業や自治体と連携した長期実習やデュアルシステムの実現による明確な職業観の
  形成と地域を支える人材の育成
・コンソーシアムを核としたコミュニティ・スクール化による取組の継続性の確保

○長期ルーブリックの策定
・身につけるべき資質・能力と評価規準を共有化
○パフォーマンス課題の開発
・各教科における探究的な単元・課題の開発
・教科横断的な課題の研究
○デュアルシステムカリキュラムの開発
・学校設定教科「地域協働探究」新設
・学校外における学修の充実

年次
計画

主な
KPI

◆多様な主体による協働会議
◆放課後学習支援 ◆イングリッシュキャンプ
◆こくさいフォーラム in Wake
◆旧閑谷学校ボランティアガイド
◆学童保育ボランティア
◆論語・英語出前授業 ◆姉妹校交流 等

各部会を置き、実効性
のある運営体制を構築

町長・町教育長を学校運営協議会委員
としたコミュニティ・スクールに移行予定

県内先進実践校との連携・協力体制を
構築（成果抽出・県内外への発信等）

実社会での
学びを重視

学びを体現する
場としての役割

備前東商工会

高等学校における教育課程の中核に位置付く総合的な探究の時間 事例
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高等学校における総合的な探究の時間（探究のプロセス）

「総合的な探究の時間」の目標（高等学校）
探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行

うことを通して，自己の在り方生き方を考え ながら，よりよく

課題を発見し解決していくための資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。
 (1) 探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識
及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成 し，探究の
意義や価値を理解するようにする。
 (2) 現実の世界と自己との関わりの中から問いを見いだし，
自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析 して，まとめ・
表現することができるようにする。
 (3) 探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさ
を生かしながら，新たな価値を創造し、より よい社会を実現
しようとする態度を養う。

探究→高度・自律
25



高等学校における総合的な探究の時間の全体計画

■育成を目指す資質・能力の三つの柱が明
確に設定されている。

■学校の教育目標を受けて総合的な探究
の時間の目標、内容が設定されている。
〇学校の教育目標
自らの将来を創造的に切り拓く力、
社会の変化に対応し逞しく生きる力
他と協調して、心豊かに生活する力 など

〇総合的な探究の時間の目標
地域資源に関わる総合的な学習を通して自己

の在り方生き方を考えながら、適切で論理的な
課題の発見と解決ができるようにする。

■教科等を越えた全ての学習の基盤となる
資質・能力、各教科等との関連が明確に示
されている。

事例

■3年間のテーマや探究課題が体系的に設
定されている。
〇1年次「つがるのお宝探究」地域の自然や文
化・産業とその継承に取り組む人々や組織
〇2年次「地域未来探究」人口減少の抑制や交流
人口増加を目指す住みよい町づくりと地域活性
化に向けた取組
〇3年次「私が生きる未来探究」変化する社会と
職業の選択
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探究的で協働的な学び

「探究のプロセス」の充実
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「探究のプロセス」の充実

■課題の設定（実社会の問題状
況に関わる課題、進路や教科学
習に関わる課題などを設定）

■整理・分析（統計による分
析、思考ツール、テキストマイ
ニング等で分析）

■情報の収集（文献検索、ネット
検索、インタビュー、アンケート、
実験、フィールドワーク等で収集）

■まとめ・表現（論文作成、プ
レゼンテーション、ポスター
セッション、提言等で発信）

「探究のプロセス」では、各教科等で育成された資質･能力が繰り返し活用･発揮され、確かなものとして身に付いてい
く。他教科等と総合的な探究の時間とは、相互に関連しながら、実際の社会で活用できる資質･能力を育成していく。

横断的で学際的な学び
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総合的な学習（探究）の時間

SDGｓ
STEAM

29



総合的な学習（探究）の時間

地域活性化・地方創生
30



１．課題の設定 ２．情報の収取 ３．整理・分析 ４．まとめ・表現

①価値
・課題設定の質向上と意欲の持続性
質の高い課題設定が可能、課題解決
の見通しを明示

・収集する情報の豊かさ
大量で、多様で、高速に、時空間を超え
た情報を収集可能、情報の集積や蓄積
が可能

・質の高い処理過程と思考力の発揮
大量で多様な情報の複雑な処理、可視
化され操作化できる整理分析、質の異な
る情報処理の可能性

・豊かな表現と自らの学びの振り返り
分かりやすい表現を短時間で作成し、広
域に発信、学びの蓄積と履歴の検索

②特徴的な強み

・インパクトのある対象との出会い
・デジタルデータによる違和感の強調
・デジタルデータによる憧れの創出
・やり取りと繰り返しによる問いや見通し
の明確化

・多様な種類の情報（言語、写真、動
画など）を収集、蓄積
・多様な方法（文献、ネット、インタビュー
など）で収集、蓄積
・大量の情報を整理、蓄積

・多様で大量の情報の整理分析
・複雑な情報の整理分析
・可視化され操作化できる整理分析
・安定的保存と再現可能性の高さ
・整理した情報の加工しやすさ

・目的や相手に応じた表現
・イメージに近い質の高い表現
・広域、社会的に発信
・蓄積情報の検索と再構成ができる
・短時間での作成、修正、改善

③具体的な活動

・バーチャル体験（アバター）による課
題設定
・情報の比較による問題状況からの課
題設定
・モデルをイメージさせる理想状況から
の目標設定
・ゴールイメージの具体化からの目標設
定
・AIとの対話による問いの課題化
・AIを使った課題のブラッシュアップ
・AIを使った仮説、検証の流れのブラ
シュアップ
・活動計画の作成と共有、修正
・教科学習での課題からの設定
・先行研究の探索による方向性の確
定
など

・文献検索
・ネット検索（検索エンジン、データベース、
統計資料など）
・アンケート調査（対面、メール、web）
・インタビュー調査（対面、オンライン）
・実験や観察から収集
・体験活動から収集（バーチャル、メタ
バース）
・動画やYouTubeから収集
・オンラインでの友達や地域の人との情報
交流
など

・表計算ソフトによる数的データ処理
・グラフ（棒、円、折れ線、帯、ヒストグラ
ム）などの数的データ処理
・テキストマイニング（ワードクラウド、共起
キーワード）などの質的データ処理
・マップなどによる空間軸でのデータ処理
・デジタル年表などによる時間軸のデータ
処理
・KJ法などで比較分類する
・ウェッビングマップなどで関連付ける
・マトリックス表や二次元表で多面的に考
える
・ピラミッドチャートなどで関係を構造化する
・ランキング表などで序列化する
・フィシュボーンによる原因の分析
・オンラインでの友達や専門家との意見交
換で分析する
など

・レポート論文をまとめる
・活動報告書を作成する
・新聞を作成する
・ポスターを作成する
・プレゼンテーションを作成する
・ウエブページを作成する
・パンフレットを作成する
・動画を作成する
・立体作品を作成する（３Dプリン
ター）
・アプリを創作する
・プログラミングで創作する
・イベントの企画と開催
・総合表現
・英作文などを作成する
など

探究のプロセスにおけるデジタル学習基盤の価値等について（私案）
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期待すること

〇学校教育目標の実現に向けて、「総合的な学習（探究）の時間」を
中核とした教育課程編成を推進してはどうか

〇学校独自のカリキュラム編成に向けて、「総合的な学習（探究）の
時間」を積極的に活用できるようにしてはどうか

〇子供の発達に即した探究を実現するため、学校種間の系統性を
確保した「総合的な学習（探究）の時間」を検討してはどうか

〇探究のプロセスを質的に向上させ、学校間格差を縮小するため、
「総合的な学習（探究）の時間」において各教科等との関連を一層重
視してはどうか
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